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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
  エンジンとバッテリとモータとを備えるハイブリッド車両である車両側から取得した情
報に基づき当該ハイブリッド車両の作動情報を一つの画面に同時に表示する機能を備えた
システムであって、
  前記一つの画面上には、車両をワイヤーフレームで描画した画像を表示させ、当該車両
のワイヤーフレームに被せるように複数の作動情報を表示させる制御を行う制御手段を備
え、
  前記一つの画面に同時に表示する作動情報として、エンジンの作動情報とバッテリの作
動情報とモータの作動情報とを備え、
  前記一つの画面上には、前記バッテリの作動情報を数値で描画するとともに当該バッテ
リの作動情報の種類名称を示す文字列を描画し、
  前記バッテリの作動情報の数値を前記車両のワイヤーフレームに被せるように描画し、
前記バッテリの作動情報の種類名称を示す文字列を前記車両のワイヤーフレームに被せな
いように描画するものを備えること
  を特徴とするシステム。
【請求項２】
  前記制御手段は、前記車両のワイヤーフレーム内のバッテリの位置と前記バッテリの作
動情報とを対応付けて描画を行う機能を備えること
  を特徴とする請求項１に記載のシステム。
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【請求項３】
  前記制御手段は、前記作動情報を枠で囲い、当該枠は前記車両のワイヤーフレームに被
せるように描画した部分と、前記車両のワイヤーフレームに被せないように描画した部分
とを備えるように描画を行う機能を備えること
  を特徴とする請求項１または２に記載のシステム。
【請求項４】
  コンピュータに請求項１から３のいずれかに記載のシステムの制御手段の機能を実現さ
せるためのプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
  本発明は、複数の動力源を有する車両の各作動情報等を表示するシステム及びプログラ
ム等に関する。
【背景技術】
【０００２】
  単一エンジンで走行する車両の場合、そのエンジンに関する作動情報をユーザに提供す
れば十分であり、車両運転者へ提供する作動情報は、エンジンパワー、エンジン回転数、
冷却水温度等のように極々限定された数であった。
【０００３】
  しかしながら、近年、動力系に複数の動力源を備えた車両が急速に普及しつつある。例
えば、複数のモータとエンジンの協働により走行するハイブリッド自動車が好例である。
このような車両では、動力系を構成する要素数の増加、また構成要素間の協働という新た
な作動態様の出現により、動力系に発生する作動情報の種類が激増している。
【０００４】
  そのため、動力系に複数の動力源を備えた車両において、動力系に発生する全ての作動
情報を車両運転者に提供する試みは、表示領域を作動情報で埋め尽くす結果となり、作動
情報の視認性を低下させ、作動情報を提供しているとは言い難い状況を招来する。そこで
、車両運転者に提供すべき作動情報の吟味が求められる。
【０００５】
  また、ハイブリッド自動車の走行状態を発進加速、緩加速、低速クルーズ、加速、急加
速、高速クルーズ、減速及び停車時に区分すると、例えば、緩加速、高速クルーズ及び停
車時は、エンジンのみが駆動し、モータは空転若しくは停止状態となっており、発進加速
、低速クルーズ、加速及び急加速では、モータとエンジンが協働し、減速では、エンジン
は休止し、モータは充電される。
【０００６】
  すなわち、動力系に複数の動力源を備えた車両では、動力系に発生する作動情報が頻繁
に変化し得る。そのため、ユーザは、動力系の作動情報に気を配る頻度が増加し、動力系
の作動状態を一見して把握できる表示上の工夫も求められる。
【０００７】
  そこで、自動車メーカは、動力系に複数の動力源を備えた車両においてユーザに提供す
べき作動情報を、各動力源のエネルギー配分を把握できる作動情報に絞っている。ハイブ
リッド自動車や電気自動車は、近年の地球環境問題や化石燃料の枯渇化に対抗して急速に
普及しているものであり、ユーザの関心は燃費の追求の観点から動力源のエネルギー配分
にあると考えた結果である。
【０００８】
  その表示態様の一例を挙げると、運転席から視認可能な箇所に表示パネルを配置する。
その表示パネルには、車両の動力系を俯瞰した背景画像を表示する。その背景画像上には
動力系の各構成要素を模式化した画像を配置する。そして、その各構成要素を模式化した
画像間に矢印を表示させる（例えば、特許文献１、特許文献２参照）。
【０００９】
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  この場合、矢印は構成要素を特定し、その間のエネルギーの移動を表す作動情報となる
。この表示態様であれば、エネルギー配分を把握させるために十分であり、且つ表示され
る作動情報の種類も少なくて済み、更には作動情報の意味が画像により表記されるから作
動情報と相まって把握容易性を低下させることもない。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１０】
【特許文献１】特開２０１１－９３４９１号公報
【特許文献２】特開２００８－５０１５７３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
  例えば、燃費をより深く追求したいというユーザの要望も存在し得る。その要望を抱く
ユーザは、各動力源のエネルギーの配分の他、その配分原因が関心事項となり得る。例え
ば、運転の仕方ではなく、むしろバッテリの劣化が動力源のエネルギー配分に影響を及ぼ
している場合もある。しかし、従来のようにエネルギー配分に的を絞って作動情報を限定
すると、そのようなエネルギー配分の原因探求は困難となる。一方で、そのエネルギー配
分及び配分原因を探求可能な各作動状態を詳細に提供しようとすると、多くの作動情報が
込み入って表示され、走行中の確認が困難となる。
【００１２】
  すなわち、従来は、動力系に複数の動力源を備えた車両において急増した作動情報の把
握容易性と、作動情報を欠くことなく提供できる完全性とが両立しなかった。この状況は
、燃費の追求に限らず、例えば走行性を深く追求したいユーザにとっては、走行性の把握
と其の走行性の原因の両方が関心事項となるところ、従来と同様に走行性を把握する作動
情報のみに絞った表示態様とすると、その関心事項を満たす作動情報の把握容易性と完全
性が非両立となる。
【００１３】
  要するに、ユーザには、把握すべき作動情報に優先度が存在し、優先度に従って把握を
所望する頻度が異なるが、従来は作動情報を提供か非提供かの択一で区分しており、作動
情報の把握容易性と完全性を両立させることができなかった。
【００１４】
  本発明は、上記のような従来技術の問題を解決するために提案されたものであり、その
目的は、車両において急増した作動情報をユーザの把握容易性を低下させることなく、よ
り多く提供することができるシステム及びプログラムを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１５】
  （１）上記の目的を達成するために、本発明のシステムは、複数の動力源を有する車両
の少なくとも一部に関する各作動情報を複数の画面に分配し、その複数の画面のうちの一
画面を表示手段に表示させ、表示手段に表示する画面を切り替え可能とすることを特徴と
する。
【００１６】
  これにより、一画面に表示させる作動情報の数を限定でき、作動情報の把握が容易とな
る。画面を切り換えれば、他の作動情報も閲覧可能となるため、従来よりも多くの作動情
報を容易かつ確実に提供できる。例えば、ユーザが要望する作動情報を余すことなく各画
面に分配する構成とすれば、ユーザが要望する作動情報を欠くことなく提供できる。その
ため、例えば、車両、其の動力系、或いは動力系のうちの電気系統のみといった車両の一
部に関する作動情報の完全性を担保することができる。従って、車両運転者が要望する関
心事項を十分に満たすことが可能となる。
【００１７】
  （２）前記複数の画面には、ユーザが把握を所望する作動情報を集めた第１の画面と、
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その他の作動情報が分配された一又は複数の第２の画面とを含むようにするとよい。
【００１８】
  これにより、ユーザは、基本的には第１の画面を参照して所望観点に係る動力系の動向
を概略把握しておき、概略把握の結果を深く追求したい場合には第２の画面を参照すると
いう使用方法を実行可能となるのでよい。
【００１９】
  （３）第１の画面には、前記車両の動力系全体の作動状態が概略把握できる作動情報が
表示されることが望ましい。ユーザは、所望観点を動力系全体の脈略から把握でき、第２
の画面の何れのページを更に参照すべきかの判断が容易となる。尚、ユーザの所望観点は
、例えば、燃費の追求、走行性の追求、車の性能維持或いは長寿命化の追求等とするとよ
い。
【００２０】
  （４）前記第１の画面を、前記動力系全体を俯瞰した動力系画面として表示し、前記第
２の画面を、前記動力系を複数に区分けした区分け別に用意し、当該区分けに属する各部
に関する作動情報が表示される各部詳細画面として表示するとよい。
【００２１】
  動力系全体を俯瞰した動力系画面では、動力系の全体的な動向を脈略をもって把握しや
すい。各部詳細画面では、動力系の全体的な動向に基づき、その動向の原因追及が可能と
なる。そのため、作動情報の把握容易性と完全性とをユーザの利便性を獲得した上で両立
することができるのでよい。
【００２２】
  ここで、作動状態の概略が把握できる作動情報としては、例えば、各機器に対するエネ
ルギーの入出力とするとよい。動力系が所謂ハイブリッドシステムである場合、すなわち
、エンジン、バッテリ、フロントモータ、リアモータ、及びジェネレータモータを主構成
として動力系が構成されている場合、作動状態の概略が把握できる作動情報とは、例えば
、エンジンパワー、エンジン回転数、冷却水温度、バッテリ電流、バッテリ容量、フロン
トモータパワー、リアモータパワー、モータトルク配分比、発電電力等とするとよい。
【００２３】
  エンジンパワー、エンジン回転数、冷却水温度、バッテリ電流、バッテリ容量、フロン
トモータパワー、リアモータパワー、モータトルク配分比、発電電力等の作動情報は、複
数の動力系が生み出すエネルギーの配分を把握することが可能となるだけでなく、例えば
、車両の走行状態とこれら作動情報の齟齬等を発見し、例えば、エネルギー配分の原因を
追求するきっかけを提供することもできる。
【００２４】
  （５）前記動力系画面の作動情報として、各部に入出力されるエネルギーの方向、或い
はエネルギーの方向及び大きさを表す矢印表示を備え、前記各部詳細画面の前記その他の
作動情報として、数値又はメータ表示を備えるとよい。
【００２５】
  これにより、複数の動力源のエネルギー配分と其の配分原因の追及をユーザの所望観点
とする場合、エネルギー配分の把握容易性、エネルギー配分の原因追求のための情報の完
全性、及びユーザの利便性を一挙に高めることができる。
【００２６】
  すなわち、動力系画面では、動力系の脈略を一見で把握でき、例えば一見してエネルギ
ー配分を掴みやすい。エネルギー配分の把握という車両走行中に頻繁に行われるユーザ動
作を補助できる。各部詳細画面では、そのエネルギー配分が如何なるメカニズムにより生
じているのか原因を追求し易い。そして、動力系画面と各部詳細画面とを分けておくこと
で、ユーザがエネルギー配分の確認を所望するか、エネルギー配分の原因追求を所望する
かにより、その要望に対する迅速な対応が可能となるのでよい。尚、エネルギーの大きさ
は、矢印の太さや色で示すとよい。
【００２７】



(5) JP 6877786 B2 2021.5.26

10

20

30

40

50

  （６）前記第１の画面を、前記車両の動力系或いは車両の模式図を表示するとともに、
前記第２の画面に表示されるよりも少ない数の作動情報を其の主体の存在位置に対応させ
て表示し、前記第２の画面を、作動情報と其の作動情報の種類名称とを組にして、複数列
に亘って表示するとよい。
【００２８】
  第１の画面では、車両の模式図とともに表示するため、例えば、煩雑さを避けるために
情報量は少なくなるが、作動情報の種類を特定する名称を文字列で表示する必要はない。
このように構成すれば、この名称文字列と相俟って文字列表記される作動情報が見難くな
ることがなく、作動情報の概略把握に有利である。一方、第２の画面では、例えば、より
多くの作動情報を作動情報の意味を理解できる名称文字列とともに表示するとよく、この
ようにすれば作動情報の完全性が追求可能となる。この第１の画面と第２の画面とが併用
されることにより、作動情報の把握容易性と完全性とユーザの利便性とをより向上させる
ことができるのでよい。
【００２９】
  また、動力系画面は、車両をワイヤーフレームで描画した背景画面とし、各機器の位置
に被せるように作動情報を表示してもよい。動力系画面をワイヤーフレームの背景画面と
すると、ユーザに臨場感を与えることができる。尚、動力系画面の背景画面は各種用意し
ておき、ユーザの選択に応じるようにするとよい。
【００３０】
  （７）前記複数の画面には、前記作動情報の変化を時系列で表示する時系列画面を含む
ようにするとよい。ユーザの原因追及に作動情報の時系列的な変化の把握が必要である場
合に有益であるのでよい。例えば、作動情報の変化とユーザの運転とを関連づけることが
容易となり、所望するエネルギー配分の方法等をユーザに理解させることが可能となる。
時系列画面としては、折れ線グラフの画面、表形式の画面、時間スケールを縮めて数値や
棒グラフが動的に変化する動画面等、時間と作動情報が関連づけられている構成とすると
よい。
【００３１】
  （８）ユーザによる作動情報の選択を受け付け、前記第１の画面に対して、その余白に
ユーザにより選択された作動情報を表示するようにするとよい。これにより、例えば、ユ
ーザが概略把握のため以外に特に重要視している作動情報等を切り換え不要で常に把握さ
せることができ、ユーザの関心をより満足させることが可能となるのでよい。
【００３２】
  また、ユーザによる作動情報の選択を受け付け、前記複数の画面のうちの１つ又は複数
に対して、その余白にユーザにより選択された作動情報を表示するようにしてもよい。す
なわち、第１の画面のみならず、他の画面においてもユーザが選択した作動情報を余白に
表示するとよく、画面を切り換えてもユーザが所望する作動情報が画面から消失すること
はなく、ユーザの利便性を向上させることができる。
【００３３】
  （９）前記第１の画面に対して、その余白にダイアグ情報を表示し、又はダイアグ情報
の存在を報知する表示を備えるようにするとよい。また、（１１）前記複数の画面のうち
の１つ又は複数に対して、その余白にダイアグ情報を表示し、又はダイアグ情報の存在を
報知する表示を行うとよい。
【００３４】
  ユーザが追求しようとする原因の根源は、時として車両の不具合にある。余白にダイア
グ情報を表示したり、ダイアグ情報の存在を報知する表示を行うことで、その原因の根源
をユーザに簡便に知らせることが可能となるのでよい。特に、燃費や走行性の状況を提供
しようとするシステムにあっては、ダイアグ情報の親和性は高く、ユーザが車両の不具合
を放置する虞も低下する。特に、作動情報の概略把握に力点をおいた第１の画面において
は、画面内の煩雑さは多少増すこととなるが、その煩雑さを引き替えにしても概略把握の
正確性が向上するのでよい。
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【００３５】
  （１０）ユーザによる作動情報の選択を受け付け、前記複数の画面のうちの１つ又は複
数に対して、その余白にユーザにより選択された作動情報を表示するようにしてもよい。
ダイアグ情報の他にもユーザが重要と考える情報を簡便に知らせることができる。尚、余
白とは、画面の縁に存在する何も表記事項のない領域、或いは個々の作動情報表示領域間
に存在する何も表記事項のない領域の何れでもよいが、他の作動情報に対する視認性を考
慮すると、画面の縁に存在する何も表記事項のない領域が望ましい。特に、この余白に表
示する作動情報やダイアグ情報は、ユーザにとって重要事項であることが多いため、画面
上側のうち運転席に近い角側がより望ましい。但し、個々の作動情報表示領域間に存在す
る余白が大きくとられており、視認性に問題がない場合には、当該余白に表示することも
できる。
【００３６】
  画面の切り換え態様としては、ユーザのタップ操作とタップされた画面領域に対応して
前記画面を切り換えるとよい。このシステムでは、複数の画面に各作動情報を分散させる
ため、一画面中に情報が込み入ることがなく、タップの誤操作の虞を低減することができ
る。
【００３７】
  以上のようなシステムとしての機能を、コンピュータに実現させるためのプログラムと
して機能させるように構成することもできる。
【発明の効果】
【００３８】
  本発明によれば、動力系に複数の動力源を備えた車両において急増した作動情報をユー
ザの把握容易性を低下させることなく、より多く提供することのでき、ユーザの利便性を
損なうことなく、ユーザの関心を満足させることができる。
【図面の簡単な説明】
【００３９】
【図１】第１の実施形態に係るシステムを構成する電子機器の外観図である。
【図２】本実施形態に係るシステムを構成する電子機器の内部構成を示すブロック図であ
る。
【図３】システムが有する表示器への第１の画面の表示例を示す模式図である。
【図４】システムが有する表示器への第２の画面の表示例を示す模式図である。
【図５】システムが有する表示器への第２の画面の他の表示例を示す模式図である。
【図６】システムが有する表示器への第３の画面の表示例を示す模式図である。
【図７】制御部が記憶するツリー構造を模式的に示す表である。
【図８】電子機器の使用例を示す説明図である。
【図９】電子機器がレーダー探知機である場合の内部構成を示すブロック図である。
【図１０】電子機器のマップ表示を示す模式図である。
【図１１】電子機器のレーダー波警報機能の表示例を示している。
【図１２】第２の実施形態に係るシステムを構成する電子機器の動力系画面を示す模式図
である。
【図１３】ダイアグ情報を表示する画面を示す模式図である。
【図１４】第３の実施形態に係る動力系画面Ｐ１の例を示す模式図である。
【図１５】第３の実施形態に係る各部詳細画面Ｐ２の例を示す模式図である。
【発明を実施するための形態】
【００４０】
  （第１の実施形態）
  （構成）
  以下、本発明のシステムを構成する電子機器の第１の実施形態について図面を参照して
詳細に説明する。図１は、本発明のシステムを構成する電子機器１の外観を示し、（ａ）
は電子機器１の前面側の斜視図、（ｂ）は背面側の斜視図である。前面は車両後方に向く
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面を指し、換言すると運転者側に向く面を指す。背面は前面と反対の面を指す。図２は、
本発明のシステムを構成する電子機器１の内部構成を示すブロック図である。
【００４１】
  図１に示す電子機器１は、例えばレーダー探知機、カーナビゲーションシステム、カー
オーディオシステム、又は車両状態表示装置等である。電子機器１は、普通自動車やトラ
ック等の車両に搭載され、車両内外で発生する情報を乗員に対して図形、数値、文字列等
で視覚的に提供する。
【００４２】
  この電子機器１は、インダッシュ型として車両の内装パネルに組み込まれ、或いはオン
ダッシュ型として車内空間に設置される。オンダッシュ型の電子機器１はブラケット３を
介して外付けされる。電子機器１は薄型矩形状のケース本体２で形作られている。電子機
器１は、ケース本体２の背面側下方にブラケット３を取り付け、ブラケット３を車両のダ
ッシュボード上等に貼り付けることで、車両に固定される。
【００４３】
  ケース本体２の背面側下方には、ＤＣジャック１７が配置される。ＤＣジャック１７は
、シガープラグコードを接続するためのもので、そのシガープラグコードを介して車両の
シガーソケットに接続されて電源供給を受け得るようにする。ヒューズボックスを経由し
て電源をとるコードをＤＣジャック１７に接続して電子機器１に電源を供給するようにし
てもよい。
【００４４】
  ケース本体２の前面には表示器５を備える。表示器５は、情報を視覚的に表示する表示
手段であり、例えば液晶ディスプレイ又は有機ＥＬディスプレイである。この表示器５上
にはタッチパネル６を備える。タッチパネル６は、ユーザ操作を受け付ける入力手段であ
り、表示器５上のタッチ位置を静電容量方式又は感圧方式によって検出する。
【００４５】
  また、図２に示すように、電子機器１は、車両へ接続される接続ケーブル２２を備える
。車両側のコネクタは、車両のＥＣＵが出力する車両の各種作動情報を取り出す取出口で
ある。この車両側のコネクタは、例えば故障診断コネクタとも称されるＯＢＤ-ＩＩコネ
クタである。接続ケーブル２２は、一端にＯＢＤ－ＩＩコネクタに着脱自在なコネクタ端
子２３が取り付けられている。接続ケーブル２２の他端には、ケース本体２の側面に設け
たソケット口２４と接続するためのコネクタ端子２５が設けられており、電子機器１に対
しても着脱可能となっている。
【００４６】
  更に、この電子機器１はケース本体２の内部に制御部１８を備えている。制御部１８は
、ＣＰＵ、ＥＥＰＲＯＭ、ＲＡＭ、不揮発性メモリ、及びＩ／Ｏ等を備えるコンピュータ
である。ＥＥＰＲＯＭには実行プログラムが格納され、これをＲＡＭに適宜展開し、ＣＰ
Ｕで適宜実行することで、各種機能を備える制御部１８を実現する。
【００４７】
  この制御部１８は、表示器５、タッチパネル６及び車両のＥＣＵと信号入出力可能に接
続される。タッチパネル６からは制御部１８にタッチ位置を示す操作信号が入力される。
車両のＥＣＵからは、接続ケーブル２２を介して、車両の各種作動情報を示すデジタル信
号が制御部１８に入力される。他方、制御部１８は、情報を表示した表示画面の映像信号
を表示器５に出力する。
【００４８】
  この制御部１８は、作動情報を表示する複数の画面候補から１枚の表示画面を選択し、
選択した表示画面の映像信号を表示器５に出力する。制御部１８は、現在の表示画面、及
びタッチ位置を示す操作信号の組み合わせに応じて次の表示画面を選択する。
【００４９】
  各画面には、表示する作動情報の種類、数、表示形式及び配置位置が定められている。
作動情報の種類、数、表示形式及び配置位置の定め方は、画面が有する各目的、及び其の
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目的から導かれる視認容易性や把握容易性に依る。
【００５０】
  制御部１８は、表示画面のテンプレートに従って、表示する作動情報を選択し、選択し
た作動情報を規定の表示形式に変換し、或いは規定の表示形式に沿った図形から作動情報
に合った図形を選択し、変換した作動情報或いは選択した表示図形を規定の画面領域に配
置することで、表示画面を生成し、映像信号に変換して表示器５へ出力する。
【００５１】
  各画面を作動情報の種類、数、表示形式、及び配置位置で区別すると、制御部１８は、
３種類の画面をメモリに記憶している。第１の画面は、車両又は車両の一部を構成する主
要構成要素を描き入れた模式図を表示し、作動情報を其の模式図内に図形で表示する。こ
の第１の画面は、ユーザの関心事項を動力系全体の脈略から直感的に概略把握させるため
に用意されている。
【００５２】
  例えば、第１の画面は、図３に示すように、車両の動力系全体を俯瞰した動力系画面Ｐ
１である。この動力系画面Ｐ１は、複数の動力源を備える車両に搭載された電力機器１に
おける表示例である。尚、動力源とは車両の走行に必要な運動エネルギーの発生源である
。複数の動力源を備える車両とは、例えば同種又は異種の２以上のモータ、同種又は異種
の２以上のエンジン、或いはエンジンとモータを併用するハイブリッドシステムのように
異種の動力源を組み合わせた車両である。
【００５３】
  動力系画面Ｐ１において、作動情報の種類は動力系の構成要素間のエネルギー入出力で
ある。作動情報は、後述の第２の画面Ｐ２より少数であり、同時に表示された他の作動情
報と区別して視認することが容易となっている。作動情報の表示形式は矢印表示Ａ１～Ａ
４であり、一瞥して作動情報の内容が概略把握容易となっている。作動情報の表示位置は
エネルギーを入出力する主要構成要素の近傍であり、一瞥して情報の主体が把握容易とな
っている。すなわち、この動力系画面Ｐ１は、車両のエネルギー配分動向をユーザに瞬時
に把握させる。
【００５４】
  具体的には、動力系画面Ｐ１は、背景画像Ｂ上にエネルギーを入出力する主要構成要素
を摸した各部画像Ｇ１～Ｇ６を有する。背景画像Ｂ上において、各部画像Ｇ１～Ｇ６の近
傍には、エネルギーの入出力を示す矢印表示Ａ１～Ａ４を有する。
【００５５】
  背景画像Ｂは、車両のシャシーを想起させる広い板の周囲４箇所にタイヤの図形を配し
てなる。各部画像Ｇ１～Ｇ６は、フロントドライブシャフト画像Ｇ１、リアドライブシャ
フト画像Ｇ２、エンジン画像Ｇ３、バッテリ画像Ｇ４、フロントモータ画像Ｇ５、リアモ
ータ画像Ｇ６である。フロントドライブシャフト画像Ｇ１及びリアドライブシャフト画像
Ｇ２は背景画像Ｂの一部である。エンジン画像Ｇ３、バッテリ画像Ｇ４、フロントモータ
画像Ｇ５、リアモータ画像Ｇ６はアイコンである。
【００５６】
  矢印表示Ａ１～Ａ４は、エンジンのエネルギー出力により車両が駆動していることを示
す矢印表示Ａ１、車両の駆動のためのフロントモータのエネルギー出力により車両が駆動
していることを示す矢印表示Ａ２、リアモータのエネルギー出力により車両が駆動してい
ることを示す矢印表示Ａ３、エンジンがジェネレータモータを介してバッテリとエネルギ
ーを授受していることを示す矢印表示Ａ４である。
【００５７】
  この動力系画面Ｐ１において、矢印表示Ａ１～Ａ４で表示される作動情報は、情報の種
類及び情報の内容を示す。すなわち、矢印の表示位置が作動情報の種類を直感的に表す。
矢印の向きがエネルギーの入出力方向を表す。また、矢印の太さ或いは色がエネルギーの
入出力量を表す。制御部１８は、車両のＥＣＵから動力系画面Ｐ１に表示する作動情報の
数値データを受信し、数値データの正負及び大きさに応じた矢印表示Ａ１～Ａ４を生成し
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て動力系画面Ｐ１に配置する。
【００５８】
  第２の画面は、車両を構成する主要構成要素の１つについて、その主要構成要素の詳細
な作動状態を表す各種の作動情報を数値により表形式に纏めて表示する。この第２の画面
は、第１の画面によって把握した車両の作動状況の発生原因を追求させるために用意され
ている。
【００５９】
  例えば、第２の画面は、図４に示すように、動力系を構成する１つの主要構成要素に関
する各種の作動情報を表示する各部詳細画面Ｐ２である。各部詳細画面Ｐ２は、１つの主
要構成要素の各種作動情報を画面内に複数行複数列に並べて表示する。作動情報は数値表
示Ｄ１となっており、作動情報は其の種類名称を示す種類名称文字列Ｄ２と隣同士に並べ
て表示される。
【００６０】
  一例を挙げると、エンジンの各部詳細画面Ｐ２は、エンジンパワー、エンジン負荷、点
火時期、噴射時間、冷却水温、エンジン油温、アクセル開度、エンジン回転数、エンジン
トルク、インマニ圧、吸入空気量（ＭＡＦ）、吸気温度、バッテリ電圧を示す種類名称文
字列Ｄ２を２列７段で並べ、各種類名称文字列Ｄ２の右隣に対応の作動情報の数値表示Ｄ
１を単位付きで並べる。
【００６１】
  尚、各部詳細画面Ｐ２では、複数の構成要素、或いは複数の構成要素間に跨る各種の作
動情報を表示させる構成を採ることもできる。すなわち、１つの主要構成要素に関する各
作動情報を表示する態様は、動力系に関する詳細な作動情報を区分けして表示するための
一例であり、様々な観点から動力系を構成する各部を複数に区分けし、各部詳細画面Ｐ２
を区分け別に用意し、その区分けに属する各部に関する作動情報を表示させてもよい。
【００６２】
  図５は、他の区分けに基づく各部詳細画面Ｐ２の一例である。図５に示す各部詳細画面
Ｐ２では、動力系全体の各部における作動情報を動力系画面Ｐ１による作動情報の表示よ
りも一段詳細に表示し、電気系からエアコン消費に関する作動情報を加えている。具体的
には、エンジン油温、システムパワー、フロントモータパワー、バッテリ電流、バッテリ
電圧、補機バッテリ、全電池容量、エンジンパワー、昇圧後電圧、アクセル開度、エアコ
ン消費、ジェネレータ発電、ＨＶ滑空、及びダイアグコードの存在数の作動情報の数値表
示Ｄ１を配置し、種類名称文字列Ｄ２と組にしている。
【００６３】
  第３の画面は、作動情報の１つを時系列で表示する。この第３の画面は、第２の画面で
ある各部詳細画面Ｐ２によって見込みを付けた原因を時間変化の観点から検証して確証を
得るため、或いは第１の画面である動力系画面Ｐ１によって把握した状況の発生原因を時
間変化から見出すために用意されている。
【００６４】
  例えば、第３の画面は、図６に示すように、１つの作動情報の時間による数値変化をグ
ラフにより示した時系列画面Ｐ３である。時系列画面Ｐ３は、直交座標を有する。作動情
報は、直交座標にプロットされてグラフＤ３となる。直交座標において、横軸は時間経過
であり、縦軸は作動情報の数値である。
【００６５】
  制御部１８は、この動力系画面Ｐ１、各部詳細画面Ｐ２、及び時系列画面Ｐ３の関係を
三層のツリー構造で記憶する。ユーザ操作に応じて層を切り替えて表示器５に表示させる
。三層のツリー構造において、動力系画面Ｐ１はトップ画面、ルート画面又はホーム画面
ともいうべき最上層に位置する。各部詳細画面Ｐ２は中層に位置する。時系列画面Ｐ３は
最下層に位置する。そして、制御部１８は、動力系画面Ｐ１に対して複数の各部詳細画面
Ｐ２を関連付けし、各部詳細画面Ｐ２に対して複数の時系列画面Ｐ３を関連付けている。
【００６６】
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  そして、制御部１８は、タッチパネル６を用いたユーザ操作によって動力系画面Ｐ１内
で各部画像Ｇ３～Ｇ６により表されるアイコンが押下されると、押下されたアイコンに対
応する構成要素の各部詳細画面を表示器５に表示させる。また、制御部１８は、タッチパ
ネル６を用いたユーザ操作によって各部詳細画面Ｐ２の作動情報の数値表示Ｄ１或いは其
の種類名称文字列Ｄ２が押下されると、押下された表示領域に表示されていた作動情報の
時系列画面Ｐ３を表示器５に表示させる。
【００６７】
  図７は、制御部１８が記憶するツリー構造を模式的に示す表である。図７に示すように
、最上層の動力系画面Ｐ１が表示するエンジン画像Ｇ３の押下に対応して、制御部１８は
、エンジンに関する各部詳細画面Ｐ２を表示器５に表示させる。エンジンに関する各部詳
細画面Ｐ２には、エンジンパワー、エンジン負荷、点火時期、噴射時間、冷却水温、エン
ジン油温、アクセル開度、エンジン回転数、エンジントルク、インマニ圧、ＭＡＦ、吸気
温度、バッテリ電圧を示す種類名称文字列Ｄ２が２列７段にわたって並べられ、その右隣
に対応の作動情報の数値表示Ｄ１が並べられる。
【００６８】
  最上層の動力系画面Ｐ１が表示するバッテリ画像Ｇ４の押下に対応して、制御部１８は
、バッテリに関する各部詳細画面Ｐ２を表示器５に表示させる。バッテリに関する各部詳
細画面Ｐ２には、バッテリ電流、バッテリ容量、バッテリ電圧、昇圧後電圧、電池ブロッ
ク電圧のＭＡＸとＭＩＮ、電池温度のＭＡＸとＭＩＮ、内部抵抗のＭＡＸとＭＩＮを示す
種類名称文字列Ｄ２が７段にわたって並べられ、その右隣に対応の作動情報の数値表示Ｄ
１が並べられる。
【００６９】
  最上層の動力系画面Ｐ１が表示するフロントモータ画像Ｇ５の押下に対応して、制御部
１８は、フロントモータに関する各部詳細画面をＰ２表示器５に表示させる。フロントモ
ータに関する各部詳細画面Ｐ２には、フロントモータパワー、フロントモータトルク、フ
ロントモータ回転数、フロントモータ温度、フロントモータ用のインバータ温度を示す種
類名称文字列Ｄ２が５段にわたって並べられ、その右隣に対応の作動情報の数値表示Ｄ１
が並べられる。
【００７０】
  最上層の動力系画面Ｐ１が表示するリアモータ画像Ｇ６の押下に対応して、制御部１８
は、リアモータに関する各部詳細画面Ｐ２を表示器５に表示させる。リアモータに関する
各部詳細画面Ｐ２には、リアモータパワー、リアモータトルク、リアモータ回転数、リア
モータ温度、リアモータ用のインバータ温度、モータトルク配分比を示す種類名称文字列
Ｄ２が６段にわたって並べられ、その右隣に対応の作動情報の数値表示Ｄ１が並べられる
。
【００７１】
  最上層の動力系画面Ｐ１にアイコン化されたジェネレータモータ画像が表示される場合
、このジェネレータモータ画像の押下に対応して、制御部１８は、ジェネレータモータに
関する各部詳細画面Ｐ２を表示器５に表示させる。ジェネレータモータに関する各部詳細
画面Ｐ２には、発電電力、ジェネレータ回転数、ジェネレータトルク、ジェネレータ温度
、ジェネレータ用のインバータ温度を示す種類名称文字列Ｄ２が５段にわたって並べられ
、その右隣に対応の作動情報の数値表示Ｄ１が並べられる。
【００７２】
  この電子機器１の作用を説明する使用例を図８に基づき説明する。まず、複数の動力源
を有する車両の運転者は、運転中は動力系画面Ｐ１を表示器５に表示させ、各動力源のエ
ネルギー配分を動力系全体の脈略の中で把握する。動力系画面Ｐ１によって把握したエネ
ルギー配分の原因を追及するために動力系画面Ｐ１に表示されていない作動情報を閲覧し
たいとき、運転者は、動力系画面Ｐ１に表示されるアイコンの何れかを押下する。
【００７３】
  例えば、動力系画面Ｐ１においてフロントモータ及びリアモータから出る矢印表示が通
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常より低いエネルギー出力量を示す場合、運転者がバッテリ画像Ｇ４のアイコンを押下す
ることが考えられる。このとき、タッチパネル６からバッテリ画像Ｇ４のアイコンをタッ
チ位置とする操作信号が制御部１８に入力される。
【００７４】
  この操作信号を受けて、制御部１８は表示器５の表示画面をバッテリの各部詳細画面Ｐ
２に切り換える。運転者は、バッテリ各部詳細画面Ｐ２に表示されるバッテリ電流、バッ
テリ容量、バッテリ電圧、昇圧後電圧、電池ブロック電圧のＭＡＸとＭＩＮ、電池温度の
ＭＡＸとＭＩＮ、内部抵抗のＭＡＸとＭＩＮの作動情報を検討する。検討の結果、例えば
バッテリ電流等が過少であればバッテリの劣化をエネルギー配分の原因として疑う。また
、内部抵抗のＭＡＸが過剰であればバッテリの劣化に一定の確証を持つ。
【００７５】
  更に、運転者は、バッテリの初期不良を疑うことが考えられる。このとき、運転者は、
バッテリの各部詳細画面Ｐ２において、バッテリ電圧等の作動情報を示す数値表示Ｄ１と
其の数値の種類名称文字列Ｄ２の何れかを押下する。例えば、内部抵抗（ＭＡＸ）を押下
する。この押下を検知したタッチパネル６は、そのタッチ位置を示す操作信号を制御部１
８に入力する。
【００７６】
  制御部１８は、この操作信号の入力を受けて、タッチされた作動情報の時系列画面Ｐ３
を表示器５に表示させる。運転者は、時系列画面Ｐ３に表示された内部抵抗等の作動情報
のグラフＤ３を観察し、バッテリが初期不良か経年劣化を判断することができる。
【００７７】
  このような電子機器１は、ユーザが車両の燃費を関心事項としてエネルギー配分の把握
と其の原因追及を要望するケースを想定した一例である。他の関心事項の把握に答える作
動情報を視認容易性と把握容易性を遵守の上で第１の画面に集め、その他の原因追求のた
めの作動情報を一又は複数の第２の画面に分配することもできる。他の関心事項としては
、走行性の追求、車の性能維持或いは長寿命化の追求等が挙げられる。
【００７８】
  以上のように、本実施形態に係るシステムを構成する電子機器１は、複数の動力源を有
する車両の少なくとも一部に関する各作動情報を複数の画面に分配し、その複数の画面の
うちの一画面を表示器５に表示させ、表示器５に表示する画面を切り替え可能とした。
【００７９】
  これにより、一画面に表示させる作動情報の数を限定でき、作動情報の把握が容易とな
る。画面を切り換えれば、他の作動情報も閲覧可能となるため、ユーザが要望する作動情
報を欠くことなく提供できる。そのため、車両、其の動力系、或いは動力系のうちの電気
系統のみといった一部に関する作動情報の完全性を担保することができる。従って、車両
運転者が要望する関心事項を十分に満たすことが可能となる。
【００８０】
  複数の画面には、ユーザが把握を所望する作動情報を集めた第１の画面と、その他の作
動情報が分配された第２の画面とを含むようにした。すなわち、例えばユーザが燃費に関
心事項を有する場合、ユーザは複数の動力源のエネルギー配分を把握することを所望する
ため、動力系を構成する主要構成要素のエネルギー入出力に関する作動情報を第１の画面
に集めた。
【００８１】
  これにより、ユーザは、基本的には第１の画面を参照して所望観点に係る動力系の動向
を概略把握しておき、概略把握の結果を深く追求したい場合には第２の画面を参照すると
いう使用方法を実行可能となるのでよい。
【００８２】
  第１の画面は、車両の動力系全体の作動状態が概略把握できる作動情報が表示されるよ
うにした。ユーザは、所望観点を動力系全体の脈略から把握でき、第２の画面の何れのペ
ージを更に参照すべきかの判断が容易となる。
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【００８３】
  第１の画面に動力系全体の作動状態が概略把握できる作動情報を表示させる場合、第１
の画面を動力系全体を俯瞰した動力系画面Ｐ１として表示し、第２の画面を動力系を複数
に区分けした区分け別に用意し、当該区分けに属する各部に関する作動情報が表示される
各部詳細画面Ｐ２として表示した。
【００８４】
  動力系全体を俯瞰した動力系画面Ｐ１では、動力系の全体的な動向を脈略をもって把握
しやすい。各部詳細画面Ｐ２では、動力系の全体的な動向に基づき、その動向の原因追及
が可能となる。そのため、作動情報の把握容易性と完全性とをユーザの利便性を獲得した
上で両立することができるのでよい。
【００８５】
  動力系画面Ｐ１の作動情報として、各部に入出力されるエネルギーの方向、或いはエネ
ルギーの方向及び大きさを表す矢印表示Ａ１～Ａ４を備え、前記各部詳細画面Ｐ２のその
他の作動情報として、数値表示Ｄ１を備えた。これにより、複数の動力源のエネルギー配
分と其の配分原因の追及をユーザの所望観点とする場合、エネルギー配分の把握容易性、
エネルギー配分の原因追求のための情報の完全性、及びユーザの利便性を一挙に高めるこ
とができる。
【００８６】
  すなわち、動力系画面Ｐ１では、動力系の脈略を一見で把握でき、例えば一見してエネ
ルギー配分を掴みやすい。エネルギー配分の把握という車両走行中に頻繁に行われるユー
ザ動作を補助できる。各部詳細画面Ｐ２では、そのエネルギー配分が如何なるメカニズム
により生じているのか原因を追求し易い。そして、動力系画面Ｐ１と各部詳細画面Ｐ２と
を分けておくことで、ユーザがエネルギー配分の確認を所望するか、エネルギー配分の原
因追求を所望するかにより、その要望に対する迅速な対応が可能となるのでよい。尚、エ
ネルギーの大きさは、矢印の太さや色で示すとよい。
【００８７】
  また、第１の画面を、車両の動力系或いは車両の模式図を表示するとともに、第２の画
面に表示されるよりも少ない数の作動情報を其の主体の存在位置に対応させて表示し、第
２の画面を、作動情報と其の作動情報の種類名称とを組にして、複数列に亘って表示した
。
【００８８】
  第１の画面では、車両の模式図とともに表示するため、煩雑さを避けるために情報量は
少なくなるが、作動情報の種類を特定する名称を文字列で表示する必要はない。そのため
、この名称文字列と相俟って文字列表記される作動情報が見難くなることがなく、作動情
報の概略把握に有利である。一方、第２の画面では、より多くの作動情報を作動情報の意
味を理解できる名称文字列とともに表示するため、作動情報の完全性が追求可能となる。
この第１の画面と第２の画面とが併用されることにより、作動情報の把握容易性と完全性
とユーザの利便性とをより向上させることができるのでよい。
【００８９】
  また、複数の画面には、作動情報の変化を時系列で表示する時系列画面Ｐ３を含むよう
にした。ユーザの原因追及に作動情報の時系列的な変化の把握が必要である場合に有益で
あるのでよい。例えば、作動情報の変化とユーザの運転とを関連づけることが容易となり
、所望するエネルギー配分の方法等をユーザに理解させることが可能となる。時系列画面
としては、折れ線グラフの画面、表形式の画面、時間スケールを縮めて数値や棒グラフが
動的に変化する動画面等、時間と作動情報が関連づけられていれば何れでもよい。
【００９０】
  また、画面の切り換え態様としては、ユーザのタップ操作とタップされた画面領域に対
応して画面を切り換えるとよい。この電子機器１では、複数の画面に各作動情報を分散さ
せるため、一画面中に情報が込み入ることがなく、タップの誤操作の虞を低減することが
できる。但し、音声入力やジェスチャー入力に応答して画面を切り換えるようにすること
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もできる。音声入力の場合には、システムにマイクを備え、又は車両に搭載済みのマイク
を用いるようにすればよい。ジェスチャー入力の場合には、システムにカメラを備え、又
は車両に搭載済みの車内カメラを用いるようにすればよい。これにより、車両走行中のユ
ーザ操作を簡便にすることができる。
【００９１】
  この電子機器１をレーダー探知機を前提に其の適用例を説明する。レーダー探知機は、
図９に示すように、制御部１８とデータの入出力が可能なデータベース１９を備える。デ
ータベース１９は、制御部１８のマイコン内あるいはマイコンに外付けした不揮発性メモ
リ（たとえばＥＥＰＲＯＭ）により実現できる。なお、データベース１９には、出荷時に
地図データ並びに一定の警報対象に関する情報が登録されており、その後に追加された警
報対象についてのデータ等が上記のようにしてデータ更新される。
【００９２】
  制御部１８に対する情報入力源としては、タッチパネル６及び車両のＥＣＵの他、ＧＰ
Ｓ受信器１３、マイクロ波受信器１４、無線受信器１５、地磁気センサ３６、加速度セン
サ３７、気圧センサ３８等を有する。
【００９３】
  ＧＰＳ受信器１３は、ＧＰＳ衛星からのＧＰＳ信号を受信し、現在位置（経度・緯度）
情報を出力する。マイクロ波受信器１４は、速度測定装置から出射される所定周波数のマ
イクロ波を受信する。無線受信器１５は、飛来する所定周波数の無線を受信する。
【００９４】
  地磁気センサ３６は、地磁気を検出して北方向が進行方向に対してどの方向にあるかを
検出するセンサである。加速度センサ３７は、車両の前後、左右、上下の加速度を検出す
るセンサである。気圧センサ３８は、ケース本体２が設置された車両の現在位置における
大気圧を測定するセンサである。
【００９５】
  また、電力機器１は、制御部１８からの情報出力源としてスピーカ１６を内蔵する。ス
ピーカ口は、ケース本体２の底面に設けている。また、入力手段として、ケース本体２の
前面の右サイドには音量調整ボタン７が配置され、同左サイドには各種の作業用ボタン８
が配置される。ケース本体２の右側面には、メモリカード１１が挿入されるカード挿入口
９を備え（図１参照）、内部にメモリカードリーダ１０を備える。
【００９６】
  ケース本体２の前面には、表示器５に加えて、ランプ３１、リモコン受信器３２、赤外
線通信機３４を配置している。ランプ３１は、警報の種類・緊急度に応じて、種々の色で
光って警告する。リモコン受信器３２は、赤外線によりリモコン（携帯機：子機）３３と
データ通信をし、本装置に対する各種の設定を行なう。赤外線通信機３４は、携帯電話機
３５等の赤外線通信機を内蔵した通信装置との間で、データの送受を行なう。
【００９７】
  このレーダー探知機において、制御部１８は、ＧＰＳログ機能、待ち受け画面表示機能
、マップ表示機能、ＧＰＳ警報機能、レーダー波警報機能、無線警報機能等を有する。待
ち受け画面表示機能は、車両の少なくとも一部に関する各作動情報を複数の画面に分配し
、その複数の画面のうちの一画面を表示手段に表示させ、前記表示手段に表示する画面を
切り替え可能とするものである。すなわち、このレーダー探知機は、待ち受け画面として
、動力系画面、各部詳細画面及び時系列画面をユーザ操作に応じて切り換えて表示器５に
表示する。
【００９８】
  ＧＰＳログ機能は、制御部１８が１秒ごとにＧＰＳ受信器１３によって検出された現在
位置をその検出した時刻および速度（車速）と関連づけて位置履歴として不揮発性メモリ
に記憶する機能である。この位置履歴は例えばＮＭＥＡ形式で記録する。
【００９９】
  マップ表示機能は、図１０に示すように、ＧＰＳ受信器１３によって検出した現在位置
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に基づき、データベース１９にアクセスし、そこに記憶されている地図データを読み出し
て表示する機能である。また、マップ表示機能は、現在位置の周囲の警報対象をデータベ
ース１９に記憶された位置情報に基づいて検索し、周囲に警報対象が存在する場合に地図
上の該当する位置にその警報対象を示す情報（ターゲットアイコン１１２等）を重ねて表
示する機能も備える。具体的な表示態様は、以下の通りである。
【０１００】
  制御部１８は、表示器５のほぼ全面のメイン表示領域Ｒ１に、車両の進行方向が常に上
を向くように地図を表示する。制御部１８は、メイン表示領域Ｒ１の下側中央が現在の自
車位置になるように地図を表示するとともに、当該位置に自車アイコン１１１を表示する
。
【０１０１】
  制御部１８は、メイン表示領域Ｒ１の上方側に設定されたステータスエリアＲ２に、ス
テータス情報を表示する。ステータスエリアＲ２に表示するステータス情報は、左から順
に、現在時刻１２１（図では、「１５：１０」），ＧＰＳ電波受信レベル表示アイコン１
２２（図では、長さの異なる３本の直線が平行に起立した最大受信レベル），駐車禁止エ
リアアイコン１２３（駐車最重点エリア，駐車重点エリア内のときに表示），レーダーの
受信感度を示す受信感度モード表示アイコン１２４（図では、最高感度の「ＳＥ」）、車
両速度１２５（図では「３０ｋｍ／ｈ」）、方位磁針１２６となっている。ステータスエ
リアＲ２は、透明な領域とし、メイン表示領域Ｒ１のレイアよりも上のレイアを用いて配
置する。これにより、ステータスエリアＲ２内でも、ステータス情報が表示されていない
場所では、下側に位置する地図が視認できる。
【０１０２】
  制御部１８は、メイン表示領域Ｒ１の左サイドに設定されるスケール表示領域Ｒ３に、
現在のスケール情報（縮尺）を表示する。スケールは、自車位置を０ｍとし、その自車位
置からメイン領域Ｒ１の上下方向の中間位置までの距離（図では「５００」）と、上方位
置までの距離（図では「１０００」）を表示する。単位は、「ｍ」である。制御部１８は
、メイン表示領域Ｒ１が２回連続してタッチされたことを検知すると、メイン表示領域Ｒ
１内の所定位置（スケール表示領域Ｒ３に添う位置）に地図スケール変更ボタンを表示し
（図示省略）、その地図スケール変更ボタンに対するタッチに応じて地図スケールを変更
する。つまり、制御部１８は、変更した地図スケールの縮尺に合わせてメイン表示領域Ｒ
１に表示する地図の縮尺を変更すると共に、スケール表示領域Ｒ３に表示するスケール情
報も変更する。
【０１０３】
  制御部１８は、待ち受け画面表示機能、マップ表示機能（以下これらの機能を総称して
待受機能と称する）の実行中に、発生したイベントに応じて、ＧＰＳ警報機能、レーダー
波警報機能、無線警報機能等の各機能を実現する処理を実行し、当該機能の処理終了時に
は元の待受機能の処理に戻る。各機能の優先度は、高いほうから、レーダー波警報機能、
無線警報機能、ＧＰＳ警報機能の順に設定している。
【０１０４】
  ＧＰＳ警報機能は、制御部１８に有するタイマーからのイベントにより所定時間間隔（
１秒間隔）で実行される処理であり、データベース１９に記憶された警報対象の緯度経度
とＧＰＳ受信器１３によって検出した現在位置の緯度経度から両者の距離を求め、求めた
距離が所定の接近距離になった場合に、表示器５に警報画面であるＧＰＳ警報表示１３０
（警報対象の模式図・残り距離等）をし、スピーカ１６からその旨を示す接近警告の音声
を出力する処理である。
【０１０５】
  こうした警報対象としては、居眠り運転事故地点、速度測定装置（レーダー式、ループ
コイル式、Ｈシステム、ＬＨシステム、光電管式、移動式等）、制限速度切替りポイント
、取締エリア、検問エリア、駐禁監視エリア、Ｎシステム、交通監視システム、交差点監
視ポイント、信号無視抑止システム、警察署、事故多発エリア、車上狙い多発エリア、急
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／連続カーブ（高速道）、分岐／合流ポイント（高速道）、ＥＴＣレーン事前案内（高速
道）、サービスエリア（高速道）、パーキングエリア（高速道）、ハイウェイオアシス（
高速道）、スマートインターチェンジ（高速道）、ＰＡ／ＳＡ内ガソリンスタンド（高速
道）、トンネル（高速道）、ハイウェイラジオ受信エリア（高速道）、県境告知、道の駅
、ビューポイントパーキング等があり、これらの目標物の種別情報とその位置を示す緯度
経度情報と表示器５に表示する模式図または写真のデータと音声データとを対応付けてデ
ータベース１９に記憶している。
【０１０６】
  図１１（ａ）は、レーダー波警報機能の表示例を示している。このレーダー波警報機能
は、マイクロ波受信器１４によって速度測定装置（移動式レーダー等（以下、単に「レー
ダー」と称する））から発せられる周波数帯のマイクロ波に対応する信号が検出された場
合に、表示器５に対して警報画面であるＧＰＳ警報表示１３１を表示するとともに、スピ
ーカ１６から警報音を出力する警報機能である。例えば、レーダーの発するマイクロ波の
周波数帯のマイクロ波がマイクロ波受信器１４によって検出された場合に、図１１（ｂ）
に示すように、データベース１９に記憶されたレーダーの模式図または写真を表示器５に
警報画面として表示するとともに、データベース１９に記憶された音声データを読み出し
て「レーダーです。スピード注意」という音声をスピーカ１６から出力する。表示する距
離は、例えば、電界強度から推定した距離とするとよい。
【０１０７】
  無線警報機能は、無線受信器１５によって、緊急車両等の発する無線電波を受信した場
合に、その走行等の妨げとならないよう、警報を発する機能である。無線警報機能におい
ては、取締無線、カーロケ無線、デジタル無線、特小無線、署活系無線、警察電話、警察
活動無線、レッカー無線、ヘリテレ無線、消防ヘリテレ無線、消防無線、救急無線、高速
道路無線、警備無線等の周波数をスキャンし、スキャンした周波数で、無線を受信した場
合には、データベース１９に無線種別ごとに記憶されたその周波数に対応する無線を受信
した旨の模式図を警報画面として表示器５に表示するとともに、データベース１９に無線
種別ごとに記憶された音声データを読み出して、スピーカ１６からその無線の種別を示す
警報音声を出力する。たとえば、取締無線を受信した場合には「取締無線です。スピード
注意」のように音声を出力する。
【０１０８】
  （第２の実施形態）
  本発明のシステムを構成する電子機器１の第２の実施形態について図面を参照して詳細
に説明する。第１の実施形態と同一構成、同一機能については同一符号を付して詳細な説
明を省略する。図１２は、第２の実施形態に係る動力系画面Ｐ１の例を示す模式図である
。
【０１０９】
  車両のＥＣＵ及び制御部１８は、作動情報を解析して車両の故障を診断する故障診断機
能を有する。図１２に示すように、制御部１８は、故障診断の結果としてダイアグ情報が
存在すると、動力系画面Ｐ１の余白にダイアグ情報の存在を示す報知表示Ｇ７を表示させ
る。タッチパネル６から報知表示Ｇ７の押下を示す操作信号が入力されると、制御部１８
は、図１３に示すように、表示器５にダイアグ情報を表示したダイアグ画面の映像信号を
出力する。
【０１１０】
  ダイアグ情報の存在を示す報知表示Ｇ７を表示させる余白は、背景画像を除いた画面領
域Ｒ１の辺縁が望ましい。より望ましくは、画面下側のうち運転席に近い角側である。例
えば、図１２に示すように、報知表示Ｇ７は画面の右下隅に表示し、他の画像や作動情報
と比べて目立つように赤色を基調としたデザインを採用する。ダイアグ情報は、ユーザに
とって重要事項であることが多いため視認性をより高めるためである。
【０１１１】
  ユーザが追求しようとする原因の根源は、時として車両の不具合にある。余白にダイア
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グ情報の存在を報知する表示を行うことで、その原因の根源をユーザに簡便に知らせるこ
とが可能となるのでよい。特に、燃費や走行性の状況を提供しようとするシステムにあっ
ては、ダイアグ情報の親和性は高く、ユーザが車両の不具合を放置する虞も低下する。特
に、作動情報の概略把握に力点をおいた第１の画面においては、画面内の煩雑さは多少増
すこととなるが、その煩雑さを引き替えにしても概略把握の正確性が向上するのでよい。
【０１１２】
  また、ダイアグ情報の存在を示す報知表示Ｇ７に代えて、或いは報知表示Ｇ７とは異な
る余白に、ユーザにより選択された作動情報を表示するようにしてもよい。これにより、
ユーザが概略把握のため以外に特に重要視している作動情報を切り換え不要で常に把握さ
せることができ、ユーザの関心をより満足させることが可能となるのでよい。
【０１１３】
  この報知表示Ｇ７或いはユーザが特別に設定した作動情報は、動力系画面Ｐ１、各部詳
細画面Ｐ２及び時系列画面Ｐ３の何れに切り換えられても、現在表示している画面の全て
に表示することが望ましい。動力系画面Ｐ１のみならず、画面を切り換えても報知表示Ｇ
７或いはユーザが所望する作動情報が画面から消失することはなく、ユーザの利便性を向
上させることができる。
【０１１４】
  （第３の実施形態）
  本発明のシステムを構成する電子機器１の第３の実施形態について図面を参照して詳細
に説明する。第１乃至２の実施形態と同一構成、同一機能については同一符号を付して詳
細な説明を省略する。図１４は、第３の実施形態に係る動力系画面Ｐ１の例を示す模式図
であり、図１５は、第３の実施形態に係る各部詳細画面Ｐ２の例を示す模式図である。
【０１１５】
  図１４に示すように、動力系画面Ｐ１は、車両をワイヤーフレームで描画した背景画像
とし、各機器の位置に被せるように作動情報を表示してもよい。そして、この作動情報の
表示領域をタッチ操作すると、画面を切り換えるようにする。動力系画面Ｐ１をワイヤー
フレームの背景画面とすると、ユーザに臨場感を与えることができる。尚、動力系画面Ｐ
１の背景画像は各種用意しておき、設定画面によりユーザの選択に応じるようにするとよ
い。
【０１１６】
  この動力系画面Ｐ１は、エネルギー配分を把握することのできる作動情報に数を絞って
表示しており、作動情報を数値で表し、作動情報の種類名称を示す文字列と組にして枠で
囲うことで視認性を高めている。制御部１８は、この枠がタッチされると、タッチされた
枠内の作動情報が代表する区分けの各部詳細画面Ｐ２へと切り換える。
【０１１７】
  図１５に示すように、各部詳細画面Ｐ２において、作動情報は数値表示の他、メータ表
示を備えるようにしてもよい。メータ表示は、円弧に沿って数値を付した背景画像を有し
、円弧の中心から円弧に向かって延びる指針画像の指し先を作動情報が示す数値に合わせ
て変化させる。車両においてエンジンの回転数や車速を表示するタコメータと調和がとれ
、車内の審美性を向上させることができる。
【符号の説明】
【０１１８】
    １      レーダー探知機
    ２      ケース本体
    ３      ブラケット
    ５      表示器
    ６      タッチパネル
  Ｐ１      動力系画面
  Ａ１～Ａ４  矢印表示
  Ｇ１      フロントドライブシャフト画像



(17) JP 6877786 B2 2021.5.26

10

20

30

  Ｇ２      リアドライブシャフト画像
  Ｇ３      エンジン画像
  Ｇ４      バッテリ画像
  Ｇ５      フロントモータ画像
  Ｇ６      リアモータ画像
  Ｇ７      報知表示
  Ｐ２      各部詳細画面
  Ｄ１      数値表示
  Ｄ２      種類名称文字列
  Ｄ４      メータ表示
  Ｐ３      時系列画面
  Ｄ３      グラフ
    ９      カード挿入口
  １０      メモリカードリーダ
  １１      メモリカード
  １３      ＧＰＳ受信器
  １４      マイクロ波受信器
  １５      無線受信器
  １６      スピーカ
  １８      制御部
  １９      データベース
  ２２      接続ケーブル
  ２３      コネクタ端子
  ２４      ソケット口
  ２５      コネクタ端子
  ３１      ランプ
  ３２      リモコン受信器
  ３３      リモコン
  ３４      赤外線通信機
  ３５      携帯電話機
  ３６      地磁気センサ
  ３７      加速度センサ
  ３８      気圧センサ
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